
　浜田医療センター整形外科の大畑康明です。本年7月29日に松江市で開
かれました「第11回中四国MISt（最小侵襲脊椎治療）研究会」に参加し、症
例発表の機会をいただきましたので広報誌の場をお借りして報告させて
いただきます。

　MIStとは最小侵襲脊椎治療の略語です。近年、手術治療では低侵襲と言わ
れる体への負担の少ない手術治療が広まっている中で、負担の大きい手術と
思われている脊椎手術を、可能な限り低侵襲にして最大限の効果を得る治療
手技、それがMIStです。当院整形外科の部長である柿丸裕之がこの度の第11
回中四国MISt研究会の当番世話人として本研究会を開催しました。

　研究会には中四国各県、遠くは福岡県から、医師、看護師、放射線技師、リ
ハビリテーションなど脊椎治療に携わる多くの職種の方々が参加し、猛暑
の中でしたが総勢100名が参加しました。内容は、医師による脊椎治療に
ついての演題発表、看護師の演題発表、エキスパートによる教育研修講演、
脊椎手術に用いる手術機械のハンズオンセミナーなど、内容豊富な研究会
でした。多くの医療関係の学会、研究会がある中で、これほど多職種が集ま
る研究会は珍しく、大変有意義で貴重な会であったと思います。
　当院からは私と手術室看護師の石田和美さんが演題発表を行いました。
私は、「最近経験した脊椎外傷の２例」と題して症例報告を行いました。
他院から紹介受診した第５頚椎脱臼骨折の症例と下肢麻痺を伴った頚椎
胸椎の症例について報告し、質疑応答を行いました。他病院の先生から治
療内容に関して鋭い質問を投げかけられ、返答に大変緊張しました。多く
の先生方の前で発表し質疑応答することは貴重な経験であり、発表の準備
や想定質問に対する勉強なども必要で、大変勉強になりました。手術室の
石田看護師さんは「脊椎手術におけるベンシーツカウントの実際」と題し
て、脊椎手術で実際に看護師が実践している工夫を発表しました。参加者
や司会の先生の質問に堂々と応答しており、とても頼もしく思いました。
　私も石田さんも優秀演題賞は逃しましたが、このような研究会に参加
し、演題発表という経験をし、最新の脊椎手術について学ぶことができま
した。また、他県の先生方と交流ができ、とても有意義な機会でした。今後
も積極的に学会参加を行って自己研鑽に努め、地域に貢献できる医師にな
りたいと思います。

当院を身近に知っていただくため公式ホーム
ページ及び公式 faceBook を作成しています。
一度ご覧ください。

https://hamada.hosp.go.jp/

ホームページ

https://www.facebook.com/
　　　　 hamadamedicalcenter

facebook

浜田医療センター で検索！

中四国MISt研究発表
学会発表
市民公開講座の再開!
1日看護体験・新任医師紹介
病棟紹介:アドバンス助産師
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基本方針
1．安全で良質な医療の提供
2．患者に寄り添った医療
3．介護、福祉との連携
4．地域の町づくりに貢献
5．地域住民と職員の健康増進
6．持続可能な健全経営

患者さんの権利
•人格・価値観が尊重される権利
•良質な医療を受ける権利
•十分な説明と情報を得る権利
•自己決定の権利
•個人情報が守られる権利
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中四国MISt研究発表
浜田医療センター整形外科医師   大畑  康明

石田 和美看護師 質疑応答する大畑医師 当番世話人を務めた柿丸医師　　　　

学会発表

当院健診センター多職種連携業務における
臨床検査技師の業務と課題
　令和5年９月３日に岡山国際交流センターで開催された第11回国臨協中国四国
支部学会で演題発表を行いました。参加施設で唯一健診施設を併設する病院とし
て、施設紹介とともに、業務における課題と改善案について発表しました。入職後
初めての学会発表ということで至らない点も多くありましたが、多くの方々にアド
バイスをいただき、無事発表を終えることができました。ご協力いただいた皆様に
心より感謝申し上げます。

第11回 国臨協中国四国支部学会

臨床検査技師　上野  詩織

　肺癌手術パスを検証し、リハの追加を提案、追加後の医業収益への効果を発表し
ました。
　一連の取り組みが結果に表れ、大変嬉しく思います。今後も診療情報管理士として
有用な提案が出来るよう取り組んでいきます。

日本医療マネジメント学会 第21回島根支部学術集会

診療情報管理士　大野  亜里沙

　今回私は、集中治療医学会中国・四国支部学術集会で「OJTにおける若手看護
師の育成～特定認定看護師として支援した活動の実際～」という演題で、患者の
観察やケアを通して、病棟看護師と一緒に実践したことを発表しました。会場から
は指導時に心がけていること等について質問を受けました。また、人工呼吸器患者
に関するケアセミナーに関わり、救命センターより3名の看護師が参加し刺激を受
け実践に繋げていました。今後も臨床での活動等を発表していきたいと思います。

集中治療医学会中国・四国支部学術集会
クリティカルケア認定看護師　中田　健

　「乳房セルフチェックの実施率向上を目指して」をテーマに、健診センターで取り
組んでいる乳房セルフチェックの指導の取り組みと効果について、発表しました。
参加者の方からは、「地域や行政とも協力して実施する必要がある」と意見をもら
いました。今回の取り組みでは、指導マニュアルの改訂・個々の状況に応じた指導
を行うことによって、乳房のセルフチェック実施のための意識づけはできました。
しかし、新しい習慣を身につけ、継続することは困難であると予測されます。今後
も指導を継続して行い、実施率の向上を目指していきたいと思います。

固定チームナーシング研究会第14回中国四国地方会
外来（現地域医療連携室）看護師　荒木  千紘

　「コロナ禍にある終末期患者とその家族に寄り添う看護について～面会制限に関
するアンケート調査を行って～」という演題で発表を行いました。患者さんやご家族
に寄り添う中で、不安が表情や態度に出ない方もおられます。どんな人でも不安を抱
えていると考え、心配事はないか想いを汲み取り、一緒に考えていく気持ちを伝える
ことが大切であると感じました。自分たちの看護を振り返る機会となりました。

第19回中国四国地区国立病院機構  国立療養所  看護研究学会

緩和ケア病棟　看護師　田中  美春
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学会発表

　私は、「フィジカルアセスメント研修後のOJTにおける後輩育成の取り組み」につ
いてポスター発表を行いました。私が院内、病棟内で日々の業務の中でどのように
計画を立て教育を行い、段階的に知識や技術向上に向けた取り組みをについて、
知って頂く機会になりました。他施設とも、どのように進めていくのが効果的か、ど
こをターゲットに取り組んでいくかなど有意義なディスカッションを行うことがで
きました。

日本医療マネジメント学会第21回島根支部学術集会

集中ケア認定看護師　新田  美喜子

　この度、私は、国立病院総合医学会に参加し、「当院における安全に外来化学療法を行うた
めの取り組み」という演題で、外来化学療法の取り組みの経過と今後の課題についてポス
ター発表をしました。フロアからは帰宅後の患者の副作用対応で救急外来との連携について
質問をうけました。システムの導入やマニュアルの作成、待ち時間短縮の活動で2019年から
外来化学療法件数は増加しています。今後も、患者が安全に化学療法を受けられるようにか
かわっていきたいと思います。

第77回 国立病院総合医学会

がん化学療法看護認定看護師　渡邉  直美

　9月に「中国地区消化器内視鏡技師研究会」が鳥取県で開催され「下部内視鏡検査前処置時の消泡剤の比較」について発
表しました。
　内視鏡技師とは内視鏡業務のエキスパートを認定する専門資格で、日本消化器内視鏡学会認定試験に合格して内視鏡技
師資格を取得しており、当院でも4名の技師が上部・下部消化管内視鏡検査を中心に、粘膜下層剥離術やポリープ切除術な
どの介助も行っています。内視鏡医が安全かつ円滑に検査・処置を遂行できるように介助をすることはもちろんですが、患者
さんが安心して検査を受けていただけるようにする事も大切なことだと考え、日々努力・工夫しています。

中国地区消化器内視鏡技師研究会
外来看護師　金高  美香

所　属発表者 演　題 発表日 学会名
大屋　 絵美

上田　 千華
荒木　 千紘
加藤　 理恵
石田 　和美
中田 　　健

今若 　育穂
前森 陽二郎

横田 　有記

田中 　美春

金高 　美香
新田 美喜子

水野 　綾花
渡邉 　直美
板倉 　　彩

藤原 　拓也
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外 来
3 南（ 認 定 ）

緩 和（認 定）
外来（認 定）
5 北

セ ン タ ー

終末期高齢心不全患者とその家族が納得のいく
最期を迎えるための支援
急性期病棟における心不全患者に対する継続看護
乳房セルフチェックの実施率向上を目指して
COVID-19患者の看護を通してのチーム力の向上
脊椎手術におけるベンシーツカウントの実際
OJTにおける若手看護師の育成
～特定認定看護師として支援した活動の実際～
壊死組織を伴うストーマ周囲皮膚潰瘍が治癒した事例
せん妄発症リスクが高い患者へのNEECHAMスケール使用の試み
～チューブ類の自己抜去患者・非自己抜去患者の要因から見える看護とは～
地域包括ケア病棟の他職種とも退院支援に関する
情報共有における課題の明確化
コロナ過にある終末期患者とその家族に寄り添う看護について
～面会制限に関するアンケート調査を行って～
下部内視鏡検査前処置時の消泡剤の比較
フィジカルアセスメント研修後のOJTにおける
後輩育成の取り組み
当院におけるACP（アドバンスケアプランニング）実施の現状と課題
当院における安全に外来化学療法を行うための取り組み
回復期リハビリテーション病棟における退院支援への取り組み
～退院支援ファイルを活用して～
心臓手術後の集中治療体験で生じた記憶のゆがみと対処行動

心不全カンファレンス
（島根県立中央病院・ノバルティスファーマ株式会社）
固定チームナーシング研究集会 第24回 島根地方会
固定チームナーシング研究会 第14回中国四国地方会
固定チームナーシング研究会 第14回中国四国地方会
第11回中四国MISt研究会

日本集中治療医学会 第7回中国・四国支部学術集会

第19回中国四国地区国立病院機構 国立療養所 看護研究学会
第19回中国四国地区国立病院機構 国立療養所 看護研究学会

第19回中国四国地区国立病院機構 国立療養所 看護研究学会

第19回中国四国地区国立病院機構 国立療養所 看護研究学会

第19回中国地区消化器内視鏡技師研究会
日本医療マネジメント学会 第21回島根支部学術集会

日本医療マネジメント学会 第21回島根支部学術集会
第77回 国立病院総合医学会
第77回 国立病院総合医学会

第54回 日本看護学会学術集会

6/23

6/24
7/1
7/1
7/29

7/30

9/9
9/9

9/9

9/9

9/9
9/30

9/30
10/20
10/21

11/9

令和5年度  看護部  学会・研修会発表一覧

庶務班長　松生　理

　新型コロナウイルス感染予防のため、令和2年度より開
催を見合わせておりましたが、5類感染症への見直しを契
機に令和5年度、再開しました。
　久しぶりの開催となったため、市民の皆様に忘れられて

いるのではないかという不安の中での再開でしたが、た
くさんの方にご参加いただき、運営委員一同ほっと胸を
なでおろしております。このページでは今年度のこれまで
の講座の様子と、今後の予定についてご報告いたします。

7月26日開催　41名参加
講師／診療部長（消化器内科） 古田 晃一朗

　国民の3分の１が脂肪肝と言われている現代。脂肪
肝が肝臓病、肝硬変へと進行するのを防ぐために、ダ
イエットや筋トレなど私たちができることを、お話しし
ました。先生自身も一念発起して毎日のレコーディン
グダイエットを行いながら、自ら土を運ぶなどしてＤＩＹ
で自宅の庭を作り上げる作業を通して体重減を達成し
た、とのことでした。

第1回 今や国民病…!!
ほっとけない脂肪肝の話

11月15日開催　20名参加
講師／呼吸器内科医長 柳川　崇

第3回 肺がんについて知ろう

　肺がんは、1980年には約2万5000人だった罹患数
が、2018年には約12万3000人となっており、現在は
がんの中で亡くなる方が最も多いがんです。
そんな怖い肺がんについて、症状、検査法、現在の治療
法などについてお話しました。

講師／臨床研究部長（産婦人科）長 小林  正幸
　　　がん相談支援センター 看護師 松岡  悠

　将来の医療や介護に備
えて、希望する治療やケア
の内容を家族と医療関係
者が話し合い文書化する
ことで、自分や家族が安心
して生活できるようにする
取り組みについて、お話し
する予定です。ぜひ皆様お
誘いあわせの上、お越しく
ださい。

第4回 人生会議を始めてみませんか？
～アドバンス・ケア・プランニング～

日時／令和６年１月１７日（水） 午後６時～午後７時
場所／浜田医療センター
　　　2階総合研修センター

9月20日開催　54名参加
講師／循環器内科医長 明石 晋太郎

　心不全は感染症ではありませんが、致死率の高い病
気であり、全世界共通で増加しているため、現在の状
況は「心不全パンデミック」と呼ばれています。
　心不全の病態や治療法について解説した後、栄養・
体重管理、運動、ストレス管理など、心不全にならない
ために私たちができること、「自己管理なんて難し
い・・」と思う前に、毎日１回の体重測定など自分がで
きそうなことを「やってみる」ことが大事だ、ということ
をお話ししました。

第2回 心不全パンデミックの到来

市民公開講座の再開！

これからの予定
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